
　
地
震
発
生
翌
日
の
３
月
12
日
か
ら

義
援
金
を
募
集
し
、被
害
の
甚
大
さ

か
ら
本
会
の
本
部
・
各
支
部
に
多
く

の
方
よ
り
多
額
の
義
援
金
を
寄
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
や
台
風
12
号
豪

雨
災
害
で
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
は
、

11
月
末
で
４
9
5
万
3
7
1
8
円

（
１
９
7
件
）に
の
ぼ
り
、中
央
共
同

募
金
会
へ
送
金
し
ま
し
た
。

　
救
援
物
資
と
し
て
兵
庫
県
災
害
対

策
本
部
か
ら
の
呼
び
か
け
で
、
被
災

さ
れ
た
方
々
の
寒
さ
対
策
の
た
め
防

寒
着
（
コ
ー
ト
や
ジ
ャ
ン
パ
ー
）
を

募
集
し
宮
城
県
へ
届
け
ま
し
た
（
総

計
２
３
１
着
）。

　
ま
た
、
津
波
が
襲
っ
た
沿
岸
部
で

は
海
水
が
引
か
ず
「
水
害
の
よ
う
な

状
態
」
と
い
う
報
告
を
受
け
、
21
年

台
風
９
号
に
よ
る
豪
雨
災
害
で
本
会

が
活
用
し
た
機
材（
ス
コ
ッ
プ
、一
輪

車
等
）
を
宮
城
県
石
巻
市
へ
提
供
し

ま
し
た
。

　
６
月
に
は
仙
台
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら

の
要
請
で
被
災
地
へ
軽
自
動
車
を
贈

る
運
動
を
呼
び
か
け
、
４
台
の
申
し

出
が
あ
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
自
動
車
は
被
災
地
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
障
が
い
者
施

設
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
広
範
囲
に
わ
た
り
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
。

　
特
に
、
岩
手
・
宮
城
・
福
島
の
３

県
で
は
、
社
協
そ
の
も
の
も
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
自
ら
被
災
し
な
が
ら
不
休
で
住
民

支
援
を
続
け
て
い
る
被
災
地
社
協
を

応
援
す
る
た
め
、
全
国
の
社
協
職
員

が
被
災
地
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
支
援
に
入
り
ま
し
た
。
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
は
宮
城
県
内
支
援
を
担
い
、

兵
庫
県
内
の
社
協
か
ら
の
べ
2
7
０
7

人
の
職
員
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
会
か
ら
は
、３
月
・
５
月
・
８
月

に
宮
城
県
南
三
陸
町
と
気
仙
沼
市
の

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に

４
名
（
27
日
間
）の
職
員
を
派
遣
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、台
風
12
号
豪
雨
災
害
で
は
、

和
歌
山
県
新
宮
市
、
那
智
勝
浦
町
に

職
員
２
名（
11
日
間
）を
派
遣
し
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
支
援

し
ま
し
た
。

　
21
年
台
風
９
号
に
よ
る
豪
雨
災
害

で
は
、
全
国
各
地
か
ら
宍
粟
市
へ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
い
た
だ
き
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
会
で
は
、
被
災
さ
れ
た
方
々
へ

出
来
る
限
り
の
支
援
が
し
た
い
と
の

思
い
で
、
こ
の
時
点
で
県
外
か
ら
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
を
し
て

い
た
宮
城
県
岩
沼
市
へ
「
災
害
救
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
（
４
月
１
日
〜

４
日
）」を
運
行
し
ま
し
た
。こ
れ
は
兵

庫
県
で
は
最
初
の
取
り
組
み
で
し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
活
動
に
は
、バ
ス
代

等
の
経
費
と
し
て
多
額
の
募
金
や
市

内
の
飲
食
店
か
ら
車
中
で
の
お
弁
当

の
提
供
な
ど
、
多
く
の
方
か
ら
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
西
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
市
町
社
協
（
５

市
６
町
）
に
お
い
て
も
共
同
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
、
石
巻
市
と
東

松
島
市
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
を
計

4
回
運
行
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、台
風
12
号
豪
雨
災
害
で
は

那
智
勝
浦
町
で
、
台
風
15
号
豪
雨
災

害
で
は
淡
路
市
で
そ
れ
ぞ
れ
救
援

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
被

災
３
県
で
77
万
人
を
数
え
、
被
災
地

社
協
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動

内
容
や
役
割
機
能
の
変
化
に
合
わ
せ

た
被
災
者
支
援
活
動
を
継
続
し
て
い

ま
す
。

　
本
会
と
し
て
も
全
国
の
社
協
グ
ル

ー
プ
の
一
員
と
し
て
、
被
災
地
社
協

を
孤
軍
奮
闘
さ
せ
な
い
取
り
組
み
を

進
め
、被
災
地
社
協
か
ら
の
ニ
ー
ズ

（
要
望
）や
相
談
に
柔
軟
に
対
応
し
な

が
ら
復
興
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
今
回
の
大
災
害
を
教
訓
に
、
災
害

救
援
活
動
訓
練（
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

の
実
施
を
は
じ
め
、
小
地
域
福
祉
活

動
の
さ
ら
な
る
推
進
な
ど
、
地
域
と

社
協
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
災
害
時

に
も
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
本
部
　
波
多
野
好
則
）

　３月 11日に発生した東日本大震災は
死者・行方不明者合わせて約 2 万人と
いう未曽有の被害をもたらしました。
　また、近畿や東海地方を中心に記録
的な豪雨となった台風12号・15号も各地
で甚大な被害をもたらしました。宍粟
市社協では地震発生の翌日から全社協、
近畿ブロック、兵庫県社協、西播磨ブロッ
ク市町社協と連携し、宮城県を中心に
被災者支援を行いました。今月号では、
被災地での支援活動を振り返るとともに、
今後の復興に向けた取り組みを考えます。

地
震
発
生
の
翌
日
か
ら

被
災
地
を
支
援

全
国
の
社
協
職
員
が

被
災
地
へ
集
結

市
町
社
協
で
最
初
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
を
運
行

来
年
は
復
興
に
向
け
た

取
り
組
み
を
さ
ら
に
！

全国の社協から 32000 人以上の職員が被災地社協の支援に
 ～気仙沼市災害ボランティアセンター（８/2）～

活動が終わり、犠牲者が多く出た海岸方面に「黙とう」を
捧げたボランティア　～岩沼市（4/3）～

救援活動に必要な一輪車等の機材
いち早く被災地へ送る　～宍粟市社協本部（3/25）～

海岸から数キロまで津波が到来。家だけでなく大量の車も
津波にのみ込まれました　～宮城県南三陸町（3/27）～

東日本大震災
台風12号・15号災害
東日本大震災
台風12号・15号災害
ー未曽有の大震災救援を振り返るー
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